










要約:施設入院療法を行った気管支喘息児(以下、喘息児と略す)の入院時と退院時に Y-G

性格検査を実施し、心理面の変化の検討を行った。1)小学生男子喘息児では、低学年は社

会的に内向で、高学年になるとこれに自己主張、意欲に欠ける、非活動的が加わり問題が

増している。女子喘息児では、低学年は自己主張、意欲に欠け、社会的に内向である。高

学年は協調的であるが自己主張、意欲に欠ける。2)中学生男子喘息児は、情緒が不安定で、

社会的に内向である。女子は非活動的であるが男子に比べて問題が少ない。3)施設入院後

では、小学生では男女を通して社会的内向が改善され対人関係が積極化していたが、高学

年児の自己主張、意欲の欠如は男女とも変化しなかった。中学生では、男子の情緒不安定、

社会的内向、女子の非活動性がいずれも改善されていた。4)施設入院療法は、喘息児の心

理的問題を改善する一定の効果があると考えられ、施設入院によって得られた好ましい変

化を退院後も持続させる取り組みが必要と思われる。その為には、医師、看護職以外に、

臨床心理士、ケースワーカー、教師などがチームを組む必要があり、医療の枠を抜本的に

広くとらえ直す必要がある。又、現在の施設療法で効果を生まなかった面は、施設療法の

限界ではなく、設備、スタッフの充実、改善によって検討されるべきである。


